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　2020 年11月3日、約3 ヶ月かけて仕込んだ塩屋埼灯台
のオンラインイベント「とよまの灯台文化祭」の本番が行わ
れ、メインスタッフである僕は一日中塩屋埼灯台に張り付い
ていました。たまーに見るフェイスブックのタイムラインに
しきりに出てくるのは「須賀川特撮アーカイブセンター」の
記事で、忙しい最中「ついに出来たか！」「いてもたってもい
られない！　早く行きたい！」という思いにかられていました。
　思い起こせば 2018 年に開催された「すかがわ国際短編
映画祭」。これは平成元年から続いている映画祭で、さまざ
まな国で撮影された質の高い映像作品をジャンルを問わず
上映するイベントです。
　ここで庵野秀明さん、樋口真嗣さん、尾上克郎さんの三
名が登壇し『巨神兵東京に現わる（2012）』とそのメイキン
グである『巨神兵が東京に現れるまで』が上映されました。
　そこで、特撮技術の保存が急務なことと、それにまつわる
モノの収蔵庫の確保が必要なこと、展示や展覧を考慮に入
れない条件まで飲んでくれ、非常に協力的な須賀川市との
ご縁が語られました。ここで話題に出たのが『日本海大海戦

（1969）』に登場する戦艦三笠。
　僕はこの話を聞いたときから「いつか見てみたい！」とずっ
と思い続けてきました。まさか、こんなに早くこの願いが叶
うとは思いませんでした。
　翌日の11月4日、いわき市から国道 49 号線を通り郡山
方面から福島空港を経由して須賀川に向かいました。「須賀
川特撮アーカイブセンター」に行くなら是非こちらも寄って
欲しいのが福島空港。まるでウルトラマンシリーズの科学特
捜隊、ウルトラ警備隊、MATなんかの基地の様な空港で、
南側には大きなジェットビートル、空港中央には4mのウル
トラマンティガ、空港二階にはウルトラマンエースとバキシ

ムの大きなジオラマ（こないだ行ったらウルトラマンサーガ
とEXレッドキングに変わっていました！　定期的に展示が
変わるようです。）などがあり、休日は子供連れで大変にぎ
わっています。展示スペースもあり定期的に絵画や写真な
どの展覧会も開催されています。開田裕治さんの展覧会な
んかもよく開催されています。
　そこから市街地に向かった須賀川市民交流センター内

「tette（てって）」には円谷英二ミュージアムがあります。こ
こでは東宝の協力のもと制作された、ここでしか観られない
映像『ゴジラ須賀川に現る』が上映されています。この映像
の楽しみかたとして是非やって欲しいのが、少し遠く（須賀
川市役所がおススメ）などに車をとめて存分に街歩きをし
てから鑑賞することです。街中にはウルトラマンやエレキン
グ、ピグモンとカネゴンが街のベンチに座っていたりします。
ここでウルトラマンや怪獣たちだけでなくしっかりと町並み
や建物を見てもらってから『ゴジラ須賀川に現る』を見ると、
特撮映画の醍醐味である“知っている街や建物が壊される
カタルシス”を十分に味わうことができます。
　そして街中でご飯を食べて（やっぱりラーメンがおすすめ
かなぁ？）、いざ「須賀川特撮アーカイブセンター」へ。市街
地からは結構離れていてどんどん田んぼの風景になってい
きます。うっかり通り過ぎないよう左側に“福島交通 岩瀬
支所”のバス停を見つけたら建物に描かれた大きな怪獣が
見えます。ちょっとここで興奮するのですが落ち着いて車を
とめてエントランスに進みましょう。新型コロナウィルス感
染拡大対策のために一定数の人数制限を行っていますので、
できれば、休日を避け、平日に訪れたほうがゆっくり見られ
るかもしれません。当たり前ですがマスクの着用、消毒の上
で整理券を渡されますので、入館の指示に従ってください。

祝！ 須賀川特撮アーカイブセンター
開所！

Report：坂本博紀
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　スマートフォン、携帯電話での撮影、SNSに載せること
は可能ですが、一眼レフやビデオカメラでの撮影はでき
ませんのでお気をつけて。エントランスでは樋口真嗣さん
のPOPが「2Fもあるよ」と指差しますが、まずは一階から。
入ってすぐの場所には特撮背景、上から飛行機などが吊ら
れていて模様を映し出すための特撮水槽などの大きなもの
が飾られています。モニターが 2台あり、「須賀川特撮アー
カイブセンター」ができるまでの映像や戦艦三笠の修復の
様子などの映像が流れています。図書室には特撮関係の蔵
書があり、イスに座ってゆっくり閲覧することができます。こ
こで是非見て欲しいのがハチ公の像で、最初は「何でハチ
公？」と思ったのですがあの『ガメラ3 邪神覚醒（1999）』
のギャオスとガメラが激しい戦いを繰り広げる渋谷のシー
ンで出てきた、あの炎にまかれるハチ公です。“現実に怪獣
が現れたら人間たちはどうなってしまうのか、というリアリ
ティ”ある演出を磐石のものにした『シン・ゴジラ（2016）』
以前に、同様の“リアル演出”を意識して最近見直す機会が
多いシーンだったので感激しました。ケースやパーテーショ
ンもないので同じ角度で写真が撮れます。ぜひ右側から若
干アオって撮ってください！
　そして奥へ行く前に樋口真嗣さん絵・文の解説ペーパー
をお取りください。このペーパーも非常に楽しく、いろいろ
説明されていますので大変いいです。
　手前からジェットビートルやウルトラホーク、マットジャイ

ロなどが飾られており、マットシュートなどのステージガン
などもあります。そしてウルトラマンの飛び人形よりサイズ
も大きく目立っている『ゴジラ対メガロ（1973）』に登場した
ジェットジャガーの飛び人形。実相寺昭雄監督『シルバー仮
面（1971）』のスーツ頭部などもあります。
　こんな調子で紹介しているといくら書いても書ききれませ
んが、先に書いたとおりここは収蔵庫を一般公開していると
いうニュアンスなので入場料などはかからず、管理公開して
いる須賀川市には本当に頭が下がる思いです。
　収蔵品の保存、修復、調査などが主で、いつの時代の何
の作品かがよく調べられておあり、映像文化に対する学術
的価値も大いにある活動だと思います。パイロットフィルム
や未公開作品などのものもありますが、映画や映像作品の
魂がここには多く集まっていると感じます。映画という文化
が始まってまだ100年ちょっとですが、そのなかですでに多
くの作品のフィルムが現存していなかったり、その魂の痕跡
が消えようとしています。
　現実にはないものをどう見せるのかという部分で培われ
てきた映像の技術は大きく変革してもっと簡便に誰もがコ
ストをかけずに撮りたい映像を撮れるようになりましたが、
限られた状況でどう魅力的なものを見せるか、という映像作
家たちの情熱は今も昔も変わりません。そんな変わらぬ想い
をこの「須賀川特撮アーカイブセンター」で感じて欲しいと
僕は思います。
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　最後に、いよいよ見たかった戦艦三笠との対面になりまし
た。1969 年に東宝が制作した『日本海大海戦』で使用され
た1/21.428スケールのもので、円谷英二最後の特技監督
作品として有名です。この三笠が円谷英二の生まれた場所
に収蔵されるのは大変素晴らしいことだと思います。劇中で
は三船敏郎演じる東郷司令長官の旗艦で、バルチック艦隊
からの砲撃で上がる水柱の中を黒煙を上げて果敢に進んで
いきました。館内でこの三笠の修復作業の映像を観ること
ができます。当時の技術のすごさと、現代の修復技術がク
ロスオーバーするとても胸が熱くなる映像ですのでこちらも
ご覧下さい！
　そのなかで艦体左舷部分は当時の木工部分を見て欲しい
ということで、無塗装状態で仕上げてあります。側面から水
泡を出すための穴など、思わず唸ってしまう、様々なギミッ
クがあります。『日本海大海戦』の終盤、少し日が傾いてきた
空と艦隊のすごく美しい画があるのですが、このシーンには

「須賀川特撮アーカイブセンター」にも作品が収蔵されてい
る島倉二千六さんが特撮背景で参加しています。実物を見
ていなかったらそういった背景まで知ることがなかったので、
改めて本編を観て新たな発見をすることができました。そし

て発見をすると、また見に行きたくなります。
　一つ一つの映像作品だけでも語りきれないほど多くの魅
力がありますが、ここ「須賀川特撮アーカイブセンター」に
はそんな作品の要の部分が多く集まっています。特撮やSF
というカテゴリだけに収まらない、映画の歴史の一部がここ
にはあります。ぜひ！　ウルトラマンでもゴジラでも日本海
大海戦でもなんでもいいので、改めて作品を見直してから

「須賀川特撮アーカイブセンター」に行って見て下さい。そ
して映画の魂にちょっとでも近づいてみてください！

〒962-0302 須賀川市柱田字中地前 22　須賀川特撮アーカイブセンター（須賀川市のサイト）
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　F-CONでは前泊、後泊のオプショナルツアー
で福島第一原子力発電所の廃炉見学が予定され
ています。僕は3年ほど前に地元新聞社の取材
に同行させてもらい被災して7年目の１Ｆを見て
きました。当時すでに修復工事はかなりすすんで
いて取材や見学は結構多かったようです。
　しかし、津波で被災し水素爆発で壊滅的な被
害を受けた原子力発電所が現在（当時）どのよう
に修復され解体されつつあるのか「興味津々」と
いうのが僕の正直な気持でした。
　なのでF-CON実行委員長の浅尾さんから「取
材に同行できますが、行きますか」というお誘い
には速攻で「行きます」と答えたのです。
　集合場所の「Jヴィレッジ」からマイクロバス
で１Ｆに到着。そこから「事務本館」に入ってまず
は見学（取材）前の個人の放射線量を計測します。
帰りも計測して被爆量を計るわけですね。この
「事務本館」には食堂だけでなくコンビニもあり、
喫煙所（当時は）もあるのでした。今も喫煙所は
あるのかなあ。窓もない小部屋だったのが驚きま
したが。
　準備が整ってからバスで敷地内に入っていき
ます。多くの敷地内は「タイベックス（よく見た白
いツナギ服です）」を着なくても問題ないぐらい
放射線量は下がっているそうです。被災した原

子炉建屋の周りをマイクロバスで周回しましたが、
「窓は閉めてください」程度でした。それも念のた
めに。普通の見学ではバスでくるっと周るそうで
すが、今回は取材関係だったのでもっと深い部
分まで入ることができました。
　施設内を見て驚いたのは、初期に汚染水と言
われた水（のちの処理水）を入れていた臨時のタ
ンクがすでに使用済みとなって山積みになって
いること。サイズも小さく、その分数量が多かっ
たです。この辺りは報道ではあまり見られない部
分です。その形はまるで原作漫画版『鉄人28号』
の胴体みたいでした。
　原子炉建屋の地下に張り巡らされた「人口永
久凍土」は「凍らない」「役にたたない」などいろ
いろ言われていましたが、実際にこの手で触れて、
金づち（置いてあった）でたたいても本当にカチ
ンコチン（地上の露出部分が）で「なんだ、十分
に凍っているじゃないか」と見学者みんなで驚い
ていました。説明でも全く問題がないということ
でした。
　建屋の周囲を周っている際に津波がここまで
来たという話を聞くにつけ、海からの距離を考え
ても本当にすごい高さまで来たのだなあと今更
ながら驚きました。
　無事な原子炉建屋も、もちろん原子炉は停止

１
【いちえふ】

Ｆ
を

見
学
し
た
日

武
田
康
廣
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1【いちえ ふ 】F を 見 学した日

しています。すでに燃料も抜かれているというこ
とで建屋内に侵入しました。もちろん許可の上で
の見学です。そこで僕は初めて原子炉の底を見
ました。なんだかすごい迫力がありました。
　僕は大学では「原子炉工学科」だったのです
が、安全な小型の原子炉の中を覗いたことはあ
りましたが、大型の商業原子炉を間近に見たの
は初めてです。この見学では「タイベックス」を
着用します。手袋にマスク、ブーツも。そして手
首、足首部分はテープでがっちり止めるわけです。
TVの報道などでよく見た姿になりましたが残念
ながら写真は撮れませんでした。この「タイベッ
クス」姿には何度かなりました。放射線量が高い
（実際は心配するほどではない）場所で被爆の危
険がある場所ごとに着替えるのです。もちろん毎
回使い捨てです。
　見学に行ったのは春だったので「タイベック
ス」を着用していても大丈夫だったのですが、夏
場ならそれこそ「サウナスーツ」と化していたこ
とでしょうね（実際かなり大変だったそうです）。
不謹慎なのはわかってはいますが、なんだか楽
しくなってきました。「ああ、僕は今本当に現場に
いるのだな」と思ったからです。取材ですからも
ちろんカメラマンが同行しています。毎回カメラ
にもカバーを掛けなければいけません。これも
大変です。
　そして見学者全員で高台部分から被災した原
子炉建屋を見下ろすと、すでに燃料を抜かれて
新しい建屋で囲まれている原子炉とは別に水素
爆発で崩れた建屋を片付けているところもあり
ました（見学当時）。そこで驚いたのは上からク
レーンで大きな筒状のものが崩れた瓦礫を取り
込んでいるのです。まるで掃除機のように。実際
は掃除機ではなくてクレーンだと思うのですが。
おそらくチリが舞い上がらないように処理しなが
らゆっくりと瓦礫を移動しているのでしょう。こ
りゃあ時間がかかるよねと。
　でもこれぐらい丁寧な仕事をしなければ事故

等が起こってからでは遅いということなのでしょ
うね。そしてこの場所では「タイベックス」は着
なくても大丈夫なのです。もちろん未だ難しい炉
心溶融の処理もあります。それでも、おそらく時
間をかけて解決されていくことだと思います。そ
う勝手に感心して勝手に納得しました。
　何よりも見学していて思ったのは、整然と多く
の人々が廃炉作業をしていること。もちろん、被
災前の原子力発電所には多くの作業員がいるこ
とは知っていましたが、事故後の１Ｆにも多くの
作業者がいます。
　特に派手な状況もなくひたすら時間をかけて
作業し、徐々に被爆の危険性も少なくなるけれ
ど、それでもまだまだ時間がかかる。大変な作業
です。僕が見学したのはもちろん、安全な部分で
しかありません。シャレにならない放射線量の高
い部分があるのはもちろんですが、それでもここ
までやれるのだという事実は素晴らしいものでし
た。
　見学を終えて「事務本館」に戻り放射線被爆
線量を再計測。もちろん何の問題もなく通過。見
学（取材ね！）は無事何事もなく終了しました。見
学して何よりも感動したのは、１Ｆにバスが到着
したときにメインの通りが桜並木だったことです。
立派な桜が並んでいました。時期が早かったの
で桜は咲いていませんでしたが、春にはきれい
な桜並木になるそうです。事故後に新しい建物
のために半分ぐらいに桜並木は伐採されたそう
ですが、それでも春にはきれいに咲いているとの
こと。聞いたところでは、震災の春もそれからも
桜は毎年咲いていたといいます。
　SF大会の時期には桜にはまだ早いので見られ
ませんが、見学される方々には桜並木だけでも
見ていただければと思います。

福島第一原子力発電所 東京電力廃炉資料館
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が
立
地
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

中
通
り
は
、
両
地
域
に
挟
ま
れ
、
日
本
三
大

桜
の
「
三
春
の
滝
桜
」
が
あ
り
、
東
北
自
動
車

道
・
東
北
新
幹
線
が
走
り
、
県
庁
・
県
警
本
部
・

日
銀
福
島
支
店
が
あ
り
、
県
内
の
地
方
銀
行
や

地
方
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
地
方
局
の
本
社
、
国

政
政
党
の
県
支
部
な
ど
が
置
か
れ
、
政
治
・
経

済
・
物
流
の
中
心
地
で
あ
る
一
面
と
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
暁
詣
り
と
言
う
神
事
で
、
長
さ
12

メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
日
本
一
の
大
わ
ら
じ
が
奉

納
さ
れ
た
り
、
様
々
な
形
状
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
、
数

多
く
目
撃
さ
れ
る
「
千
貫
森
」
と
呼
ば
れ
る
地

域
が
あ
る
な
ど
、
奇
怪
な
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
３
地
方
の
構
成
と
共
に
、
県
の

ほ
ぼ
中
央
に
、
日
本
で
４
番
目
に
大
き
な
「
猪

苗
代
湖
」
が
あ
る
事
も
、
県
の
特
長
の
一
つ
で

し
ょ
う
。

F-CON

ESSAY

007

う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。
～
福
島
県
～
日
本
一
の
大
わ
ら
じ
を
担
ぐ
会

名
誉
会
員
・
副
会
長
　

関
口
榮
幸

山
海
に
恵
ま
れ
た
大
わ
ら
じ
と
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
里
を
堪
能
し
て
欲
し
い
！
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そ
し
て
全
県
を
通
じ
て
言
え
る
事
は
、「
人

情
に
厚
い
」
こ
と
と
、
と
に
か
く
「
食
べ
物
が

美
味
し
い
」
こ
と
で
す
。
先
述
の
通
り
、
太
平

洋
に
面
し
た
地
域
、
物
流
の
中
心
地
、
米
ど
こ

ろ
、
山
間
部
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
、
海
の
恵
み
、

山
の
恵
み
と
、
物
流
に
よ
り
下
支
え
さ
れ
た
福

島
県
の
飲
食
物
は
、
本
当
に
そ
の
地
域
の
人
々

の
笑
顔
の
ス
パ
イ
ス
に
よ
り
最
高
の
旨
味
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
証
拠
に
２
０
０
０
年

に
始
ま
っ
た
「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
（
国
際
大
会
）
」
に
於
い
て
総
合
部
門
金
賞
に

32
回
・
同
特
別
優
秀
賞
に
56
回
エ
ン
ト
リ
ー
さ

れ
、
中
で
も
天
栄
米
は
２
０
１
８
年
度
ま
で
９

年
連
続
金
賞
記
録
を
保
持
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
良
い
米
が
作
れ
る
土
地
で
は
、
良
い
日

本
酒
が
醸
造
で
き
、
２
０
１
２
酒
造
年
度
以
降
、

「
全
国
新
酒
品
評
会
」
で
は
７
年
連
続
金
賞
受

賞
銘
柄
が
最
多
県
で
あ
り
、
２
０
０
５
酒
造
年

度
以
降
で
は
、
金
賞
受
賞
最
多
年
が
９
回
、
２

位
５
回
の
快
挙
を
続
け
て
い
ま
す
（
２
０
１
９

酒
造
年
度
は
、
入
賞
銘
柄
よ
り
金
賞
を
選
ぶ
決

審
は
中
止
）。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
福
島
県
で
栽
培
に
成
功
し

た
桃
「
あ
か
つ
き
」
や
、
27
年
連
続
で
皇
室
献

上
に
選
定
さ
れ
た
「
桑
折
町
の
桃
」、
同
じ
く

皇
室
献
上
の
「
会
津
の
見
知
ら
ず
柿
」
は
じ
め
、

生
産
量
全
国
20
位
以
内
に
「
イ
チ
ゴ
」「
う
め
」

「
ぶ
ど
う
」
が
、
10
位
以
内
に
「
柿
」「
サ
ク
ラ
ン

ボ
」「
リ
ン
ゴ
」「
梨
」
が
あ
り
、
全
国
２
位
の
生

産
量
を
誇
る
「
桃
」
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が

ら
全
国
１
位
の
収
穫
量
を
誇
る
果
物
は
無
い
も

の
の
、
こ
れ
だ
け
の
種
類
の
果
物
が
収
穫
出
来

る
の
は
全
国
唯
一
で
あ
り
、
収
穫
量
全
国
６
位

の
「
お
米
」
は
じ
め
、
５
位
の
「
蕎
麦
」
等
の
穀

物
が
収
穫
で
き
、「
わ
っ
ぱ
飯
」「
喜
多
方
ラ
ー

メ
ン
」「
こ
づ
ゆ
」「
メ
ヒ
カ
リ
料
理
」「
に
し
ん

の
山
椒
漬
け
」「
い
か
人
参
」「
ざ
く
ざ
く
」「
ソ
ー

ス
か
つ
丼
」「
円
盤
餃
子
」「
さ
く
ら
肉
（
馬
肉
）」

「
ま
ん
じ
ゅ
う
の
天
ぷ
ら
」「
芋い

も
に煮

」「
鯉
料
理
」

「
川
魚
料
理
」「
な
み
え
焼
き
そ
ば
」
と
本
当
に

た
く
さ
ん
の
、
紹
介
し
き
れ
な
い
自
慢
で
き

る
食
べ
物
と
、
郷
土
料
理
が
あ
り
、
日
本
三
大

饅
頭
に
数
え
ら
れ
る
「
柏
屋
の
薄
皮
ま
ん
じ
ゅ

う
」
は
じ
め
、「
ま
ま
ど
お
る
」「
エ
キ
ソ
ン
パ

イ
」「
檸れ

も
ん檬

」「
家
伝
ゆ
べ
し
」「
じ
ゃ
ん
が
ら
」「
酪

農
カ
フ
ェ
オ
レ
」
の
関
連
品
「
ク
リ
ー
ム
ボ
ッ

ク
ス
」
等
、
名
菓
も
豊
富
で
、
ど
れ
を
食
べ
て

も
微
笑
ん
で
し
ま
う
程
、
最
高
の
味
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
事
も

誇
り
で
あ
り
、
特
撮
の
神
様
と
謳
わ
れ
る
円
谷

英
二
監
督
は
本
県
出
身
で
、
そ
の
縁
か
ら
、
福

島
空
港
の
１
番
機
に
乗
っ
て
い
た
の
は
、
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
と
バ
ル
タ
ン
星
人
で
し
た
。
他
に

は
、
東
京
五
輪
マ
ラ
ソ
ン
銅
メ
ダ
ル
の
円
谷
幸

吉
選
手
、
外
務
大
臣
や
内
閣
官
房
長
官
を
歴
任

し
、
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理
を
務
め
た
伊
東

正
義
先
生
、
細
菌
学
者
で
千
円
札
肖
像
の
野
口

英
世
博
士
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の

桜
」
の
主
人
公
新
島
八
重
さ
ん
、
そ
し
て
Ｎ
Ｈ

Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
エ
ー
ル
」
の
モ
デ

ル
で
「
モ
ス
ラ
」(

１
９
６
１
年)

の
音
楽
を
担

当
さ
れ
た
古
関
裕
而
さ
ん
、
ス
ー
パ
ー
戦
隊
や

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
タ
ロ
ウ
の
演
出
や
特
撮
監
督
を

勤
め
た
東
條
昭
平
監
督
も
本
県
出
身
で
す
。

　

観
光
資
源
も
豊
富
で
、
特
に
会
津
地
方
は
魅

力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
旧
会
津
藩
の
居
城

「
鶴
ヶ
城
」
は
じ
め
、
戊
辰
戦
争
で
勇
敢
に
戦
い
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散
っ
た
白
虎
隊
の
眠
る
「
飯
盛
山
」、
阿
賀
川
の

浸
食
で
出
来
た
「
塔
の
へ
つ
り
」、
磐
梯
山
の
噴

火
で
形
成
さ
れ
た
湖
沼
群
が
様
々
な
色
彩
を
見

せ
る
「
五
色
沼
」、
旧
有
栖
川
宮
家
の
別
邸
「
天

鏡
閣
」、
日
本
で
４
番
目
に
大
き
な
「
猪
苗
代

湖
」、
雄
大
な
「
磐
梯
山
」、
会
津
松
平
家
祖
保

科
正
之
公
の
墓
所
「
土
津
神
社
」、
赤
べ
こ
伝
説

の
残
る
「
福
満
虚
空
蔵
尊
圓
蔵
寺
」、
茅
葺
屋
根

の
民
家
が
建
ち
並
ぶ
「
大
内
宿
」
な
ど
、
何
処

へ
出
向
い
て
も
、
学
び
と
感
動
を
受
け
る
事
が

で
き
ま
す
し
、
郷
土
料
理
と
日
本
酒
が
、
思
い

出
と
共
に
五
感
に
刻
み
込
ま
れ
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
14
時
46
分
…
…
宮
城

県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
約
１
３
０
キ
ロ
の
海
底

で
、
日
本
で
の
観
測
史
上
最
大
と
な
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
。
３
回
目
と
な
る
最
大
震
度
７
の

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
が
発
生
し
ま
し

た
。
福
島
市
の
家
も
震
度
５
強
の
大
き
な
揺
れ

で
、
食
器
棚
か
ら
音
を
立
て
て
食
器
が
飛
び
出

し
崩
れ
落
ち
、
塀
は
崩
れ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
は
飛

び
出
し
、
電
柱
が
傾
い
て
い
ま
し
た
。

　

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

途
絶
え
、
正
午
に
7.4
度
で
あ
っ
た
気
温
は
、
夜

半
に
は
０
度
ま
で
下
が
り
、
電
気
不
通
の
為
に
、

Ｔ
Ｖ
等
で
現
状
を
確
認
で
き
な
い
ま
ま
、
靴
を

履
い
た
ま
ま
ソ
フ
ァ
ー
で
仮
眠
す
る
、
不
安
な

日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

13
日
、
電
気
が
復
旧
し
て
初
め
て
震
災
の
全

容
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
大
地
を
遡
流

す
る
大
津
波
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
水
蒸
気
爆
発
を
見
た
時
の
衝
撃
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
映
画
『Fukushim

a 50

』
に
て
描

か
れ
る
作
業
員
さ
ん
や
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
の
賢

明
な
努
力
で
、
原
発
は
再
び
制
御
す
る
事
が
で

き
、
全
国
か
ら
届
い
た
支
援
物
資
を
頂
き
、
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

原
発
事
故
で
は
、
立
地
す
る
双
葉
郡
大
熊

町
・
双
葉
町
は
じ
め
計
８
町
村
が
全
町
村
避
難

と
な
り
、
全
国
に
散
り
散
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、

10
年
を
経
て
尚
、
住
民
の
帰
還
困
難
地
域
が
あ

り
ま
す
。

　

福
島
市
で
も
、
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
が
配
ら
れ
外

部
被
ば
く
線
量
の
測
定
、
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ

ウ
ン
タ
ー
で
内
部
被
ば
く
線
量
の
測
定
も
し
ま

し
た
。
県
内
の
学
校
や
公
園
、
公
共
施
設
に
は
、

放
射
線
量
を
計
測
す
る
器
機
が
取
り
付
け
ら

れ
、
食
料
品
は
放
射
線
量
を
測
定
し
、
基
準
の

下
回
っ
た
も
の
の
み
が
流
通
す
る
、
そ
ん
な
非

日
常
だ
っ
た
も
の
が
、
日
常
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

県
外
の
友
人
に
、
避
難
は
し
な
い
の
か
と
尋

ね
ら
れ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
最
初
は
不

安
な
事
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
の
設
置
や
、
食
料
品
の
全
袋
検
査
等

で
、
目
に
見
え
な
い
も
の
が
数
値
と
し
て
認
識

で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
し
、
除
染
作
業
に
よ

り
、
空
間
放
射
線
科
は
減
り
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
に
は
、
こ
ん
な
に
も
沢
山
の
自
然
と
文

化
、
歴
史
や
郷
土
料
理
、
何
よ
り
自
分
を
育
ん

で
く
れ
た
沢
山
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

「
ふ
く
し
ま
が
好
き
だ
か
ら
…
…
」
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み
な
さ
ま
、
ご
き
げ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

浜
通
り
の
地
酒
を
楽
し
む
会
の
坂
本
博
紀
で
す
。

秋
も
深
ま
り
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。
秋

と
い
う
と
日
本
酒
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
開
催
さ

れ
る
時
期
で
す
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
そ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

も
全
く
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

巣
籠
も
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
酒
の
小
売
は
伸

張
し
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
販
売
店
で
扱
い
の

あ
る
酒
類
ば
か
り
売
れ
て
日
本
酒
は
苦
戦
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ

地
酒
屋
さ
ん
な
ど
で
お
酒
を
買
っ
て
飲
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

前
回
、
福
島
県
浪
江
町
に
あ
り
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
こ
と
で
山
形
県
長
井
市
に
拠
点

を
移
し
た
「
鈴す

ず
き
し
ゅ
ぞ
う
て
ん

木
酒
造
店
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続
き
と
な
り
ま
す
。

循
環
の
酒「
甦

よ
み
が
える

」と「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」

　

も
と
も
と
の
「
鈴
木
酒
造
店
」
の
主
要
銘

柄
「
磐い

わ
き
こ
と
ぶ
き

城
壽
」
と
移
転
先
の
「
東と

う
よ
う
し
ゅ
ぞ
う

洋
酒
造
」
の

「
一い

っ
し
ょ
う
こ
う
ふ
く

生
幸
福
」
と
い
う
銘
柄
、
そ
れ
と
も
う
一
つ

「
東
洋
酒
造
」
の
銘
柄
に
「
甦
る
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
長
井
市
で
行
わ
れ
て
い
た
地
域
循
環

型
農
業
「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
に
関
連
す
る

商
品
の
一
つ
で
し
た
。

　
「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
と
は
家
庭
で
出
る

生
ゴ
ミ
を
堆
肥
と
し
て
再
利
用
し
て
野
菜
な
ど

農
産
物
を
育
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
１
９
９
７

年
か
ら
活
動
し
て
い
て
こ
の
地
域
の
ゴ
ミ
の
分

別
レ
ベ
ル
は
今
で
も
非
常
に
高
い
で
す
。
地
産

地
消
と
い
う
言
葉
が
出
来
る
前
か
ら
域
産
域
消

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
り
農
業
や
食
料
自

給
に
関
す
る
関
心
が
と
て
も
高
い
地
域
で
す
。

　

そ
の
一
環
で
作
ら
れ
た
幻
の
食
米
「
さ
わ
の

は
な
」
を
使
い
醸
さ
れ
た
酒
が
「
甦
る
」
な
の
で

す
。

思
い
や
り
と
心
意
気
の
輪
は
限
り
な
く

　

鈴
木
酒
造
店
長
井
蔵
に
引
き
継
が
れ
た
「
甦

る
」
は
、
そ
の
「
さ
わ
の
は
な
」
の
米
作
り
の
部

分
か
ら
避
難
者
と
と
も
に
携
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
わ
っ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
「
思

い
や
り
と
心
意
気
の
輪
は
限
り
な
く
」
と
銘

打
っ
て
毎
年
３
月
11
日
に
発
売
し
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
酒
造
店
で
は
さ
ら
に
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ン
か
ら
着
想
を
得
て
、
酒
粕
を
堆
肥
に
し
て

F-CON

ESSAY

008

個
性
豊
か
な
福
島
の
酒
【
第
四
回
】   

坂
本
博
紀

海
の
男
酒　

磐
城
壽
の
鈴
木
酒
造
店
（
中
編
）
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米
を
作
れ
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
も
と
も
と

浪
江
に
い
た
と
き
は
甘
酒
や
調
味
料
と
し
て
酒

粕
は
大
変
需
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
酒

粕
の
甘
酒
が
飲
ま
れ
な
い
長
井
で
は
酒
粕
が
あ

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
れ
を
有
効
利
用
し
よ
う
と
蒸
留
器

を
導
入
し
、
酒
粕
焼
酎
や
み
り
ん
な
ど
の
製
造

に
も
着
手
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
調
味
料
な
ど
を

使
っ
て
食
卓
を
広
く
カ
バ
ー
し
た
い
と
い
う
想

い
が
あ
り
ま
し
た
。

「
甦
る
」
に
集
う
人
た
ち

　
「
甦
る
」
の
原
料
米
「
さ
わ
の
は
な
」
の
田
植

え
や
稲
刈
り
に
は
、
毎
年
全
国
か
ら
フ
ァ
ン
が

集
ま
り
ま
す
。
最
初
は
い
わ
き
か
ら
避
難
し
て

き
た
村
田
孝
さ
ん
と
避
難
者
で
構
成
さ
れ
た
復

幸
フ
ァ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
避
難
者

も
帰
還
し
て
減
っ
て
い
き
、
最
近
は
濃
い
フ
ァ

ン
達
が
集
ま
っ
て
毎
年
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
東
京
金
町
の
「
か
も
し
処
ひ
ょ
ん
」
の

ツ
ア
ー
は
毎
年
大
勢
の
人
た
ち
を
連
れ
て
バ
ス

で
乗
り
込
ん
で
き
ま
す
。「
か
も
し
処
ひ
ょ
ん
」

の
ご
主
人
と
奥
さ
ん
は
蔵
元
の
同
級
生
で
も
あ

り
ま
す
。

　

実
は
こ
の
「
甦
る
」
に
は
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
も

あ
り
、
郡
山
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
伊
東
和

哉
さ
ん
が
手
が
け
、
サ
ウ
ン
ド
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
の
上
野
哲
生
さ
ん
も
同
じ
く
壽
フ
ァ
ン
と
い

う
様
々
な
人
た
ち
に
愛
さ
れ
る
酒
な
の
で
す
。

故
郷
を
想
っ
て

　

熱
い
フ
ァ
ン
が
多
く
、
山
形
に
移
っ
て
か
ら

も
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
る
鈴
木
酒
造
店
で
す

が
、
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
精
力
的
に
様
々
な
試

み
を
し
て
い
る
の
は
浪
江
に
帰
る
と
い
う
目
標

が
あ
る
か
ら
で
す
。
鈴
木
酒
造
店
が
あ
っ
た
場

所
は
土
盛
が
さ
れ
て
防
波
堤
に
な
っ
て
し
ま
い

全
く
同
じ
場
所
で
の
酒
造
り
は
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
鈴
木
酒
造
店
の
紹
介
の
最

後
と
な
る
次
回
は
浪
江
で
の
こ
れ
か
ら
を
中
心

に
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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▢企画名［　　　　　　　　　　　　］
▢企画内容［　　　　　　　　　　　］
▢企画責任者［　　　　　　　　　　］
▢Ｅメールアドレス［　　　　　＠　　　　　　　　　］
▢電話番号［　　　　　　　　　　　　　　］
▢参加ゲストの有無　ゲスト有りの場合ゲスト名［　　　　　］
▢参加予想人数［　　］名
▢場所の希望［会議室／座敷（大広間含む）／自分の部屋」
▢質問［　　　　　　　　　　　　　　　］

ご応募は、下記のフォームをコピーしてメール頂く
か、公式サイトの応募フォームから送信して下さい。

　新型コロナウイルス感染症防止
対策のため、会場レイアウトや、企
画に使用する部屋割について配慮
する必要が出てきました。
　今後の状況によっては、ZOOM
等を利用して企画を有料配信する
ことも検討する必要があります。部
屋の換気や消毒を鑑みると、企画
のコマ数にも制限が発生するかも
しれません。

　７月現在、日本コンベンション協
会のガイドラインでは、施設収容人
数の半分以下が、参加者数の上限
となっております。もしこの規制が
来年３月まで続いた場合、本大会
の定員についても、申込人数が会
場「華の湯」のキャパシティの半分
に達した時点で受付を締切らざる
を得ない可能性があります。

　つきましては、自主企画も第二回
締切りを12 月末に設定させていた
だきます。
　公式メール、応募フォームからあ
なたが考える自主企画をご提案下
さい。それぞれの提案について実
行委員会にて精査のうえ、協力し

て進めていければと思います。
　内容・企画に必要なゲストご招
待の段取りなどは、お申し込みのあ
と、実行委員会とご相談の手筈と
なります。
　皆様からのご応募、ご提案をお
待ちしております。

大会お申し込みはお急ぎください！

自主企画絶賛募集中！
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公式企画

これからのイベントについて

基調講演

「SFから見る福島の未来」（パネル）
ZABADAKライブ
偽科学シンポジウム

加藤直之のVRでお絵描き＆VR作品鑑賞会
統合医療とSF／名作SFと現代科学

オンラインゲーム企画／VRの今
話題のアニメ監督対談「どんなSFに影響を受けたか」

SFアニメ上映会（作品選定中）
ラノベ作家企画

ゲストアンケート企画「軌道エレベーター」プレゼンテーション
コンテンツと行政

３ｍの宇宙人  福島に現る
セガを語る

ふくしまで取り組むSF＆ファンタジー
サンライズフィクションについて

※企画は検討中のものです。

新型コロナウイルス感染症（COVID -19）対策のためほとんどのイ
ベントが中止や延期、オンライン開催になっていますので一般告知
が弱くなっていますが、F-CONは対策を講じてリアル開催に向けて
準備中です。どうぞよろしくお願いいたします。

こんなイベントがあるよ。ここで告知できるよ。私の周りに参加した
い人がいるよ。ということがありましたら実行委員会までご連絡く
ださい。どうぞよろしくお願いいたします。
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▢氏名［　　　　　　　　］　▢年齢［　　　　］
▢住所［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
▢Ｅメールアドレス［　　　　　＠　　　　　　　　　］
▢電話番号［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
▢希望するスタッフの種類
　　❶ 企画スタッフ（大会参加者で、準備段階から企画にかかわるお仕事をしていただきます。場合によっては対外交渉をしていただく可能性もあります）

　　❷ 当日スタッフ（大会参加者で、当日の受付や機材位置など簡単なお仕事を指示に従ってしていただきます）

　　❸ 現地スタッフ（大会には参加せず、夕食前には作業終了となる簡単なお仕事を指示に従ってしていただきます）

　　❹ 前日設営スタッフ
▢当日スタッフ・現地スタッフの協力日
　　① 1日目【3/13（土）】　　② 2日目【3/14（日）】　　③ 2日間共【3/13（土）、14（日）】
▢質問［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

ご応募は、下記のフォームをコピーしてメール頂く
か、公式サイトの応募フォームから送信して下さい。

ボランティアスタッフ募集

❶企画スタッフ（参加者から募集）
企画段階から協力できるかた。
対外交渉もしていただく可能性があります（協力企業
との連絡など）。
LINEでの連絡やLINE通話会議に参加できることが
望ましい。

❷当日スタッフ（参加者から募集）
当日の機材準備や受付など、メインスタッフの指示に
したがって動いてくださるかた。
一日目のみ、二日目のみ、両日とも、などのご希望に沿
います。
宿泊されるかたは夜の企画もお手伝いいただきます。

❹現地スタッフ
大会に参加はしないけれど、当日日中のスタッフとし
てご協力いただけるかた。
宿泊や夕食はご提供できませんので、夕食前には作業
終了となります（時間的に中高生もＯＫ）。
一日目のみ、二日目のみ、両日とも、などのご希望に沿
います。

❹前日設営スタッフ
受付キットの作成や、会場の設営など準備のお手伝い。
前泊される方はお手伝いいただけると助かります。

その他のご説明
①	 大会を円滑に運営することがスタッフの役目ですの
で、ご希望の企画を見られるとは限りません。シフト
を組む際にはなるべくご要望を叶えたいとは思ってお

りますが、どうしても見たい企画があるのでしたら、
「その企画の担当をする」と名乗りを上げる、または個
人対個人で直接シフトを交代する（この場合、必ずメ
インスタッフに申し出てください）などの工夫をお願
いします。

②	 得意なこと（ステージ進行ができる、対企業で丁寧
な事務応対ができる、機材のセッティングができる、
Excelなどでデータ管理ができる）等々ありましたら、
どうかお知らせくださいませ。

③	 当日スタッフ、現地スタッフに関しては、イベント開
催未経験者でも充分にご活躍いただけます。例を挙げ
れば、「受付をするので、これとこれをチェックしてこ
れを渡す」、「いまからこのゲストを企画部屋まで誘導
する」「この部屋にこの機材が揃っているかチェックす
る」などです。

以上を踏まえまして、これまでご登録いただいていた種別
を変更される場合は、大会メールsffcon@gmail.comま
で（IDのわかるかたはそれも添えて）ご連絡ください。

なお、現状ではメインスタッフ（直接運営する幹部）間で
各種の調整をおこなっております。
企画スタッフの方々には、のちほど詳しい役割等をご連絡
いたします。
当日・現地スタッフのみなさんは、具体的なお仕事内容が
決まるのがまだ先になりますので、それまで楽しみにお待
ちくださいませ。

みなさんのお力で福島を、そしてF-CONを盛り上げたい
と思っております。
ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。
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［奥行き］
60cm

［パイプ椅子］
1脚

［横幅］
150cm

ディーラーズエリアコンベンションホール
「華胥」

ホワイエ

出展スペース
基本区画サイズ

前
方
ス
テ
ー
ジ
方
向

ディーラーズ募集
同人誌やグッズなどを売る物販コーナーです。
参加者ならどなたでも無料でブースをお使いいただけます。
伝えたいもの、渡したい品、どんどん販売してください。

【１ブース】
長机：150cm×60cm
パイプ椅子：１脚（コロナ対策のため）

【申し込み締切】
2020年12月末
※応募多数の場合は抽選となります。ご了承ください。

下記フォームお申し込み下さい。
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大会概要
開催日  2021年（令和3年）3月13日（土）～14日（日）
 前泊3月12日（金）、後泊3月14日（日）

開催場所  〒963-1309 福島県郡山市熱海町熱海5丁目8-60「ホテル 華の湯」
 http://www.hotelhananoyu.jp/

大会形式  1泊2日の完全合宿型ですが、当日の日帰り参加も可能です。
 改装したばかりの豪華な会場を、ホール・会議室・居酒屋までふんだんに使い、数多くの
 企画を提供します。また、企画によっては、各部屋や野外が会場になります。

主催　第59回日本SF大会「F-CON」実行委員会　　特別協力　木下グループ　　協力　ホテル 華の湯

前泊・後泊  「ホテル華の湯」にご宿泊いただく前泊後泊企画があります。

タイムスケジュール（調整中）

3月13日（土）大会1日目

 12 時頃 プレイベント開始
 13 時 宿泊参加者受付開始
 14 時 当日参加者受付開始
 15 時 開会式
 16 時 星雲賞受賞式
 16 時以降 各種シンポジウム企画を開始
  ディーラーズルーム、展示企画開始
  公式企画、自主企画等開始
 18 時 夕食開始（時間内で随時）
 18 時以降 夜の部として各種企画開始
 21時 当日参加者退場
  深夜にかけて宿泊参加者による
  各種企画が多数開催されます

3月14日（日）・大会2日目

 6 時頃 プレイベント開始
 7 時 朝食（時間内で随時）
 ９時以降 企画開始・当日参加者受付開始
 10 時より 各種シンポジウム企画開始
 13 時より メインホールにてメイン企画
 15 時 閉会式
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3月12日（金）
 9 時 郡山駅　出発
 9 時 45 分 福島空港　経由
 11時 いわき駅　経由
 11時 45 分 Jビレッジ視察 + 昼食
 12 時 45 分 出発
 13 時 30 分 廃炉関連施設　着
  ～福島第一原子力発電所視察
 17 時 終了予定～移動
 18 時 30 分 ホテル華の湯　着
※諸事情により、変更の可能性があります。

3月15日（月）
 7 時 30 分 ホテル華の湯　出発
 9 時 30 分 廃炉関連施設　着
  ～福島第一原子力発電所視察
 12 時 30 分 移動
 14 時 30 分 須賀川特撮アーカイブセンター、
  もしくは福島さくら遊学舎（調整中）
 16 時 移動
 16 時 30 分 郡山駅　着
 17 時 15 分 福島空港　着
※諸事情により、変更の可能性があります。

3月15日（月）
 7 時 30 分 ホテル華の湯　出発
 9 時 鶴ヶ城　着
 10 時 30 分 移動
 11時 白虎隊記念館・飯盛山　着
  （昼休憩含む）
 13 時 移動
 14 時 30 分 須賀川特撮アーカイブセンター、
  もしくは福島さくら遊学舎（調整中）
 16 時 移動
 16 時 30 分 郡山駅　着
 17 時 15 分 福島空港　着
※諸事情により、変更の可能性があります。

オプショナルツアー

前泊オプショナルツアー（有料）

Ａコース

後泊オプショナルツアー（有料）

Ｂコース

東日本大震災から10年の節目と、F-CONの開催日程が時期的に重な
ることも踏まえ、従来より、復興関連施設を中心に企画しておりました。
この度、後泊でも復興関連施設のご見学をしていただけることになりまし
たので、現時点での御報告をいたします。こちらは参加申込受付中です！
（※各オプショナルツアーは、前泊または後泊に申込の方のみご利用いただけます）

後泊オプショナルツアー（有料）が追加決定！

【重要】前泊オプショナルツアーは申込を締め切りました
Ａコース： 復興関連施設・福島第一原子力発電所見学は定員に達しました。
Ｂコース： ワールドロボットフェスは、大会日程変更に伴い該当イベントへの参加が不可能に

なりました。該当のみなさまには、すでに個別メールを差し上げております。
 以下は、Ａコースをお申し込みの方への暫定のタイムスケジュールになります。

後泊オプショナルツアーが新設！ Ａ・Ｂコースにお申込みいただけます！

復興関連施設見学バスツアー（抽選）
（※応募者多数の場合、抽選となります）

福島の観光スポットと特撮・アニメ関連施設ツアー
（※応募者多数の場合は抽選となります）

※オプショナルツアーに参加せず、ゆっくりされたい皆さまには、前泊・後泊のみの申込も受付させていただきます。
　また、既にオプショナルツアーの前泊・後泊をお申込の場合は、そのままスライドさせていただきます。
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参加料金と申込ガイド

参加費一覧

お支払い方法
お振込先 ゆうちょ銀行
ゆうちょから 18210-39714131
他行より　　 （店名）八二八店（店番）828（普通預金）3971413
口座名義 エフコン実行委員会　会計　ワタナベヤエコ

クレジットカード、コンビニ払い、Pay-easy決済の場合
公式ウェブサイトからお申し込み下さい。

キャンセル、申込内容の変更について
事務局までメール等にてご連絡ください。➡ sffcon@gmail.com
ご返金処理等に関しては、個別に御案内致します。

宿 泊 参 加 費
参加区分 料金（税込） 星雲賞

投票権 会場入場

大人（１８歳以上） ¥30 ,0 00 ○ ○
中人（中・高生） ¥20 ,0 00 ○ ○
小人（小学生） ¥12 ,0 00 ○ ○
幼児（３歳以上） ¥8 ,0 00 × ○

乳児（２歳）施設使用料（食事なし） ¥3 , 3 00 × ○
２歳未満（食事なし） 無料 × ○
介助者・ヘルパー ¥16 ,0 00 × ○

前泊 （12日）／後泊 （14日）費 （共通）

参加区分 料金（税込）

大人（中学生以上） 各¥15 ,0 00

小人（小学生） 各¥10 ,0 00

幼児（３歳以上） 各¥7 ,5 00

乳児（２歳）施設使用料（食事なし） 各¥3 , 3 00

２歳未満（食事なし） 無料

介助者・ヘルパー 各¥15 ,0 00

オプショナルツアー参 加費
前泊オプショナルツアー（12日） ¥5 ,0 00

後泊オプショナルツアー（15日） ¥5 ,0 00

日 帰 り 参 加 費
参加区分 日帰り両日料金

（税込）
日帰り一日料金
（税込）

星雲賞
投票権 会場入場

事前
申し込み

大人（１８歳以上） ¥12 ,0 00 ¥ 6 ,5 00 ○ ○
中人（中・高生） ¥3 ,0 00 ¥1,5 00 ○ ○
小人（小学生） 無料 無料 ○ ○
未就学児 無料 無料 × ○

介助者・ヘルパー 無料 無料 × ○

当日券

大人（１８歳以上） ¥13 ,0 00 ¥ 7 , 0 00 × ○
中人（中・高生） ¥3 ,5 00 ¥ 2 , 0 00 × ○
小人（小学生） 無料 無料 × ○
未就学児 無料 無料 × ○

介助者・ヘルパー 無料 無料 × ○

登 録 参 加 費 ¥ 4 ,0 00 ○ ×

○	介助者・ヘルパーは障害者手帳提示をお願いします。要介助者一名につき、
一名までが原則です。

○	登録参加は、大会自体には参加できません。プログレスレポートや当日の
配布物の受け取り・星雲賞の投票資格は得られます。

○	ゲストの皆さんには別途案内をいたします。

※日帰り料金を改定致しました。
　既に申込された方につきましては返金処理を致します。

お食事について
【宿泊参加の方】 1日目（13日）の夕食（ブッフェ形式）と、2日目（14日）の朝食が付きます。
【当日参加の方】 両日とも、お食事は付きません。ご希望の方には参加料と別料金にて提供致します。
 1日目（13日）の夕食ブッフェチケット：4,000円（数量限定）
 または、館内食事処などで軽食をご利用頂けます。
【23日の昼食】 宿泊参加者、当日参加者共に有料にて提供致します。
 昼食ブッフェチケット：2,500円（数量限定）／お弁当販売：1,000円程度（調整中）
【前泊・後泊】 夕食（ブッフェ形式）と朝食が付きます。
【オプショナルツアー】昼食をご用意致します。

【日帰り参加の方の入場可能時間】
　3月13日（土）15時～21時（14時受付開始）
　3月14日（日）9時～15時（9時受付～閉会式終了まで）
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磐梯熱海温泉 ｢ホテル華の湯｣ への道

東 京 発 from TOKYO

大 阪 発 from OSAK A

新 幹 線

新 幹 線

航 空 機

約8時間　通常16,620円／ETC11,420円

約2時間40分　通常5,590円／ETC3,910円

約10~12時間　約8,000～16,000円

約5時間　約21,500円

約2時間　8,780円

【リムジンバス】約3時間　約8,500～16,000円
【レンタカー】約2時間半～3時間
　　　　   約6,500～14,500円＋レンタカー代

夜 行 バ ス

自 家 用 車

郡山駅

郡山駅

磐
梯

熱
海
温
泉
［
ホ
テ
ル
華
の
湯
］

磐梯熱海駅

磐梯熱海駅

磐梯熱海IC

磐梯熱海IC

東京駅

自 家 用 車

浦和IC

吹田IC

東京駅

新大阪駅

伊丹空港
ITM

大阪市内

福島空港
FKS

約 1時間 5 分

ANA/IBEX

各社

約 10 〜 12 時間

東北新幹線

約 1時間 20 分

約 8 時間

約 2 時間半

吹田 IC（名神）➡米原 JCT（北陸自動車道）➡長岡 JCT ➡新潟中央 JCT（磐梯自動車道）➡磐梯熱海 IC 出口

浦和 IC（東北道）➡郡山 JCT（磐梯道）➡磐梯熱海 IC 出口

東海道新幹線

約 2 時間半

東北新幹線
乗り換え 乗り換え

乗り換え

磐越西線快速

磐越西線快速

送迎バス
タクシー

送迎バス
タクシー

一般道

一般道

約 8 分

約 8 分

約 10 分

約 10 分

リムジンバス

レンタカー（東北自動車道経由）

約 1時間 20 分

約 14 分

約 14 分

約 40 分

約 45 分約 1時間 5 分

ANA/IBEX

関東と関西を起点とした会場までの主なルートです。 
費用に関しては、購入時期や旅行会社等により異なります。
また、移動時間は目安です。
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SNSでは随時情報を告知していきます。
なのでフォローやイイネをお願いします。
ここでの質問などにもお答えしていきます。
なるべく迅速に！　頑張ります。

奥付

スタッフ会議

twitter
https://twitter.com/SF_FCON

Facebook
「F-CON」イベントページ

［企画・発行］ 〒963-7725
 福島県田村郡三春町大字鷹巣字瀬山 213 番地
 株式会社福島ガイナ内
 第 59 回日本 SF 大会「F-CON」実行委員会

［問い合わせメールアドレス］　sffcon@gmail.com ［公式サイト］　https://sf-fcon.com
  ［公式通販サイト］　https://fcon.theshop.jp

東京、大阪にてスタッフ会議を行っています。
開催日時、会場などは、公式サイト、ツイッター等で告知します。

事前連絡、申し込みなどは不要ですので、
参加希望の方は会場まで直接おいで下さい。

現在、感染症対策のためZOOMなどのオンライン会議ツールも活用していますので、
会場に来られない方も参加可能です。

磐梯熱海温泉「ホテル華の湯」
〒963-1309 福島県郡山市熱海町熱海5丁目8-60

http://www.hotelhananoyu.jp/
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